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N
I
S
A
制
度
が

変
わ
っ
た
っ
て
聞
い
た
け
ど
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
？

投
資
金
額
の
拡
充
・
投
資
枠
の

併
用
が
可
能
に
な
る
な
ど
、

大
変
使
い
勝
手
が
良
く
な
り
ま
し
た
。

A

組合員の皆さまの
ご要望に合わせて
商品をご提案します

　

投
資
信
託
の
売
却
益
な
ど
に
対
し
て
は

20
・
3
1
5
％
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
が
、Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度（
少
額
投
資
非
課
税
制
度
）を
使

う
こ
と
に
よ
り
売
却
益
な
ど
の
税
金
が
非
課

税
と
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
は
令
和
６
年
１
月
か
ら
、従

来
の
旧
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
か
ら
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度

へ
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
主
な
変
更
点
は
、①

投
資
金
額
の
拡
充
、 

②
非
課
税
期
間
の
無
期

限
化
、③
投
資
枠
の
併
用
が
可
能
な
ど
で
す
。

　

新
制
度
に
は「
成
長
投
資
枠
」と「
つ
み
た
て

投
資
枠
」の
２
つ
の
投
資
枠
が
あ
り
ま
す
。
年

間
投
資
金
額
の
上
限
は「
成
長
投
資
枠
」が
年

2
4
0
万
円
、「
つ
み
た
て
投
資
枠
」が
年

1
2
0
万
円
で
す
。
旧
制
度
で
は
一
般
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
と
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
ど
ち
ら
か
一
方
し

か
利
用
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、新
制
度
で

は
２
つ
の
投
資
枠
の
併
用
が
で
き
、最
大
年

3
6
0
万
円
の
投
資
が
可
能
で
す
。

　

例
え
ば
旧
制
度
で
つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
を

利
用
し
て
い
た
方
は
、新
制
度
で
は
つ
み
た
て

投
資
枠
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
成
長
投

資
枠
が
併
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、一
括
ま
た
は

積
立
で
別
の
商
品
に
投
資
す
る
こ
と
も
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
日
本
を
取
り
巻
く
物
価
上
昇
の
対

策
・
老
後
の
資
産
形
成
に
新
N
I
S
A
制
度

を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
近
年
、資
産
形
成
や
資
産
運

用
の
お
問
い
合
わ
せ
や
ご
相
談
を
多
く
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ま
ず
は

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
支
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健康百科とあれこれ相談室を順番に掲載していきます

Q

女性部輝く！
仲
間
と
と
も
に

女
性
部
活
動
を
次
世
代
へ

　

Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
女
性
部
は
４
月
１6
日
、

富
士
地
区
本
部
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス
で
第
３

回
通
常
総
代
会
を
開
き
ま
し
た
。
各
地
区

か
ら
代
議
員
31
人
が
出
席
し
、令
和
６
年

度
の
事
業
計
画
な
ど
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
続
き
、部
長
は
富
士
地
区
の

吉
田
加
代
子
さ
ん
、副
部
長
に
は
あ
い
ら

伊
豆
地
区
の
小
川
富
子
さ
ん
と
富
士
宮
地

区
の
佐
野
博
子
さ
ん
が
留
任
。
新
役
員
と

し
て
伊
豆
の
国
地
区
の
山
本
惠
子
さ
ん
が

就
任
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
基
本
目
標「
Ｊ
Ａ
静
岡
女
性

組
織
協
議
会
２
か
年
計
画
〜
み
ん
な
と
と

も
に
☆
地
域
で
輝
け
☆
世
代
を
こ
え
て
！

〜
」の
も
と
、食
と
農
を
守
り
地
域
社
会
の

発
展
に
貢
献
す
る
活
動
を
実
践
し
ま
す
。

吉
田
部
長
は「
と
も
に
、豊
か
な
活
動
に
し

よ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

吉
田
部
長
は
、J
A
静
岡
女
性
組
織
協

議
会
の
委
員
長
に
も
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ふ
じ
伊
豆
青
壮
年
部
は
４
月
１０
日
、

富
士
地
区
本
部
ホ
ワ
イ
ト
パ
レ
ス
で
第
３

回
通
常
総
代
会
を
開
き
ま
し
た
。
本
年
度

の
部
長
に
は
な
ん
す
ん
地
区
の
小
野
典
也

さ
ん
、副
部
長
に
は
伊
豆
太
陽
地
区
の
白

鳥
達
巳
さ
ん
と
伊
豆
の
国
地
区
の
秋
田
芳

和
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
代
議
員
33
人
が
出
席
し
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画
な
ど
の
議
案
が
上

程
さ
れ
、全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、講
習
会
・
勉
強
会
の
実
施

や
多
様
な
広
報
媒
体
に
よ
る
情
報
発
信
に

よ
り
、J
A
と
共
に
農
業
所
得
の
向
上
に

取
り
組
む
ほ
か
、食
農
教
育
活
動
や
地
域

貢
献
活
動
な
ど
農
業
を
将
来
へ
と
継
承
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

小
野
新
部
長
は「
大
役
に
不
安
も
あ
る

が
、盟
友
の
力
を
借
り
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」と
就
任
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

第
3
回
女
性
部
通
常
総
代
会

女
性
部

農
業
を
未
来
へ

農
業
所
得
の
向
上
と
食
農
教
育
活
動
の
実
践

第
３
回
青
壮
年
部
通
常
総
代
会

青
壮
年
部

■ 

運
営
委
員

 

伊
豆
太
陽
地
区

 

渡
邉 

良
子

■ 

運
営
委
員

 

三
島
函
南
地
区

 

柿
島 

三
津
子

■ 

運
営
委
員

 

富
士
地
区

 

諏
訪
部 

福
子

■ 

運
営
委
員

 

伊
豆
の
国
地
区

 

山
本 

惠
子

後
列
右
か
ら

■ 

監
査
委
員

 

御
殿
場
地
区

 

勝
又 

美
智
子

■ 
副
部
長

 
あ
い
ら
伊
豆
地
区

 
小
川 
富
子

■ 

部
長

 

富
士
地
区

 

吉
田 

加
代
子

■ 

副
部
長

 

富
士
宮
地
区

 

佐
野 

博
子

■ 

監
査
委
員

 

な
ん
す
ん
地
区

 

大
嶽 

由
紀
江

前
列
右
か
ら

■ 

運
営
委
員

 

あ
い
ら
伊
豆
地
区

 

菊
間 

圭
佑

■ 

運
営
委
員

 

御
殿
場
地
区

 

荒
井 

隆

■ 

運
営
委
員

 

富
士
宮
地
区

 

久
髙 

拓
馬

■ 

副
部
長
・

 

県
連
委
員

 

伊
豆
太
陽
地
区

 

白
鳥 

達
巳

■ 

顧
問
・

 

県
連
副
委
員
長

 

伊
豆
の
国
地
区

 

梅
原 

広
隆

後
列
右
か
ら

欠 

席

■ 

監
査
委
員

 

三
島
函
南
地
区

 

遠
藤 

崇

■ 

副
部
長

 

伊
豆
の
国
地
区

 

秋
田 

芳
和

■ 

部
長

 

な
ん
す
ん
地
区

 

小
野 

典
也

■ 

監
査
委
員

 

富
士
地
区

 

佐
野 

彰
彦

前
列
右
か
ら敬

称
略

敬
称
略

制度の併用

対象年齢

対象商品

購入方法

投資枠

投資期間
制度実施期間 令和６年１月～

18歳以上

年間投資枠

非課税期間

非課税保有限度額 1,800万円（うち成長投資枠は最大1,200万円まで保有可能）

投資信託

積立

上場株式・投資信託など

一括・積立

同時併用可

合わせて360万円

無期限（恒久化）

120万円 240万円

新ＮＩＳＡ制度（少額投資非課税制度）

お問い合わせ

お近くのJA支店、
または
金融部

TEL:０５５－９５７－１１０８
まで

新ＮＩＳＡ制度 つみたて投資枠 成長投資枠

（条件を満たした商品のみ）
旧制度のつみたてＮＩＳＡ対象商品は新ＮＩＳＡの対象商品となる

金融相談課

ニ
ー
サ

19 18


